
北大マルシェ班
清水 近藤 小松 鈴木 李 金

アウトライン
・これまでの活動
・活動の目的
・今年度の活動
・活動結果
・来年度以降の活動



活動の目的

▪高校生による販売や説明を通し
た津別の特産品のＰＲ

▪津別高校の生徒の地元意識の向
上

▪高校生のプレゼン能力向上
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活動について

▪津別の特産品を北海道大学内で
販売することを目標として活動

北大マルシェ Cafe&Labo
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今年の具体的な活動

▪ 8/24 9/12,13の
ワーク

★津別町特産品の調
べ学習、販売当日に
向けての準備

目的：津別の特産品
への理解、本番に向
けての準備

▪ 9/16 北大マルシェ
販売当日

★高校生による北大
内での津別町の特産
品販売

目的：津別町のPR
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活動結果

▪ 販売商品

▪ クマヤキTシャツ

▪ クマヤキトートバッグ

▪ クマヤキストラップ

▪ クマヤキチャーム

▪ 流氷牛ジャーキー

▪ 西洋軒ラーメン

▪ 有機野菜カレー

▪ クマヤキサブレ

▪ 有機栽培玉ねぎ
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活動結果

高校生の成長

・津別の特産品についての
情報をインプットし、アウ
トプットする機会の創出

地元意識の向上

・津別の特産品の調査を通
して、自分たちのいる町の
理解を深めてもらい、関心
を設けてもらうための機会
の創出
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津別の特産品



・ 四川料理に
使われている！

・ 年間600本生産

・ 予約即完売の人気商品

朱乃一振

・河本農場さんで朱乃一振の
原料のとうがらし（羅帝）を
生産している



・ 西洋軒に置いてある

～魅力～

・ 豚丼などにもあう

・ 朱乃一振を使ったお土産ラーメンも

朱乃一振



朱乃一振
～名前の由来～

・ 一振りするだけでも十分な辛さを味わうこと
ができるから

～おいしさの秘密～

・ とうがらし（羅帝）自体に塩分が含まれている
ため、辛みと旨さのバランスが取れている。

～実際に朱乃一振を試食してみた感想～

・ ただ辛いだけではなくて、しっかりとした旨みが
あり、辛いのが苦手な人でも食べれるものだと
思った。



・平成24年～
津別町有機農業推進協議会
が開発を開始

・平成28年4月～
JAつべつが商品化して
各地に販売

・使用食材：有機玉葱、有機馬鈴薯
有機牛肉、有機牛乳

JAつべつ有機カレー



Q1.なぜ使う食材はすべて有機なのか？
↓

A1.持続可能な環境を作る！

Q2.JAつべつ有機ビーフカレーの魅力は？
↓

A2.化学薬品を一切使っていない！

インタビューした内容



感じたこと
～朱乃一振について～

・ 河本農場さんが中心となり朱乃一振の生産に力を
入れているのがとてもすごいと思った。

・ 人気の理由にはおいしさだけではなくて
朱乃一振の魅力にもある。

～JAつべつ有機ビーフカレーについて～

・ すべての食材が有機というのがすごいと思った。

・ 有機栽培は簡単な事ではなくて、農家さんの
努力の結晶であると感じた！



これで発表を終わります
ありがとうございました。





オーガニック牛乳

有機栽培のエサを食べた牛の牛乳
津別町有機栽培酪農研究会の８つの牧場で生産
 2006年 有機JAS認定を取得した最初の牛乳
有機JAS認定…農林水産大臣が定めた品質基準や
表示基準に合格した農林物質の製品に
つけられる認定マーク



有機栽培とは

科学的合成した肥料
・農薬を使用しない栽培方法

有機栽培の流れ
牛の餌を有機栽培で作り糞を肥料にする
餌の管理をし、ストレスなく牛を育てる
搾乳し出荷する



オーガニック牛乳を
飲んでみた感想

甘みがあり
まろやかな味わい
飲みやすい



クマヤキサブレ

2019年8月31日に販売開始
相生の道、しのはらで販売
材料はすべて北海道産
フランス料理のシェフが監修



クマヤキサブレを
食べてみた感想

サクサクしている
噛めば噛むほど味が広がる
バターの香りする



ご清聴ありがとうございました



津別のプレゼンテー
ション

つべつ和牛について

山上木工について



つべつ和牛

平成29年⇒全畜連肉用牛枝肉共進会
北海道枝牛共励会

2大会で最優秀賞の農林水産大臣賞受賞



全国の飼育頭数約250万頭
50万頭以上を北海道が飼育
年間出荷数わずか300頭
全国で最優秀賞に認められた

「つべつ和牛」



森林面積約9割

津別の美味しい空気
阿寒国立公園の山々から湧き出た水が

津別和牛を育ててる

食べた人の感想

脂がとても多い赤身肉で、脂自体に甘みが
あるのが特徴だと思った



山上木工

東京都内で開かれた記念式典で五輪メダルを発表
オホーツク管内津別町の家具メーカー

山上木工の作品が採用



山上木工

廃校の校舎をリメイクして
ショールームとして利用している

自社ブランド ISU-WORKSで
椅子、机を展示している



一般汎用機を含む約100台の機械設備

熟練した木工職人が山上木工にしか出来ない技術

クオリティーの高い製品を製作している
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ツクール

高校生以上
2WAYスツール

小学生以上
ミニチュア椅子

4歳以上
木トンボ



1.流氷牛
2.サンマルコ食品
3.加賀谷木材



北海道津別町の流氷ファームグループ
で生産された肉牛である。



ジャーキー
黒毛和牛の
希少部位を使った
こだわりの
ジャーキーは
脂がのっています。



インタビューをしてみて

・こだわりは全頭メス

・ジャーキー、大人は
おつまみ、子供はおやつ



サンマルコ食品

ご飯のおともに

津別町の
酪農家から
仕入れた新鮮な
牛乳を使用手作り感。



コロッケ以外のも
の

いももち

クリーミーな味わ
い。

グラタン

クリーミーな
グラタン。

冷めても
やわらかい。

津別物語レンジ
シリーズ



・KITシリーズ、
あかりシリーズ販売

・全国のホーマック
へ出荷

・大正13年～



崎陽軒のシュウマイ弁当の
お弁当箱を作っている



インタビュー
・いろんな被害防ぐため水をかける

・北向きの山を買う

・木の切れ端は、製紙会社に送り
紙になる
農家の肥料として使う

・芯を外すとねじれにくい



これで4班の発表を
終わります。
ご清聴ありがとう
ございました。



津別の特産品



目録

じゃがいも
(ポテトチップス)

西洋軒のラーメンについて



津別産のジャガイモで
作っている商品



・トヨシロ

・ぽろしり揚げあがりの色が白く、目
が浅いので加工用じゃがい
もの主力かつベテラン品
種。

カルビー初の自社開発品種
で、病気に強く、味も良い
ので生産者に人気の品種。

品種



期間限定商品

非売品



西洋軒

住所
〒092-0218 北海道網走郡津別町東4条3

営業時間
11:00～19:00 
(金曜・土曜の夜 21:00～24:00)



お土産 らーめん

・塩ラーメンは津別産の小麦を50％
使っている。

・あっさりしていてスープまで飲め
る！

・「朱」はすごく辛い…朱乃一振
の原料を味噌に練りこんでい

る。

朱乃一振



スープ

・準備…約２時間
北斗ポークの豚骨＋魚介類

・調味料…塩ラーメンには
ホワイトペッパーがあう。

・出汁…北海道を自分たちでまわり
昆布を調達した。



調査活動の反省
S.積極的に質問をしたらよかっ
た。
B.聞きたいことをメモしておけば
よかった。

S.まとめたり発表する力がつい
た。
B.調べた内容をまとめる能力がつ
いた。

自分が成⾧できたと思う点



ご清聴ありがとうございました。



カルビー株式会社
(https://www.calbeepotato.co.jp

/products/potato/)

参考

西洋軒(seiyouken.info/)

カルビー:じゃがいもダイアリー
(https://www.calbee.co.jp/diary
/archives/2302)





販売したもの

くまやきサブレ
くまやきグッズ
北海道津別ラーメン 〈赤〉〈白〉
有機ビーフカレー
流氷牛ジャーキー
有機栽培たまねぎ



販売結果
くまやきサブレ 20個完売
くまやきグッズ Ｔシャツ 1枚

トートバッグ 2枚
キーホルダー 0個

北海道津別ラーメン〈赤〉 7個
〈白〉 15個

有機ビーフカレー 3個
流氷ジャーキー 16個
有機たまねぎ 24袋（3個入り）



店頭販売を通して

商品を見やすく並べる

お客さんを集める難しさ

商品のいいところを伝える

質問の答え方



店頭販売を通して学んだこと

・臨機応変な対応

・相手の立場で考える

・積極性



北大マルシェ



準備段階を通して

販売の準備

 事前の準備
 当日での準備



事前の準備
事前
・津別の特産品について調べる
・生産者へのインタビュー
・インタビューをアピール文を作成
・看板とメニュー表の作成





当日
・販売場所の設営
・ポスター等の掲示



販売当日の反省や感想

・緊張してお客さんとの会話が進まなかった

・津別の名前は知っていても場所や津別につ
いては知らない人がほとんどだった

・人との関りが少なかったので、北大生や、
たくさんの人と交流できて良かった





回った場所
博物館
恵迪寮
ポプラ並木
図書館
学食
HOPS棟



回った場所と感想
博物館
恐竜や昆虫、鉱物
など様々な展示物
が三階建ての建物
の中にあった。

恵迪寮
ユニークな人がた
くさんいた。







回った場所と感想
図書館
5階建てで、自習
スペースがあっ
た。
それぞれの階で雰
囲気が全然違っ
た。

ポプラ並木
台風の影響で入れ
なかったけれど岡
本先生の説明のお
かげで楽しかった
です☆彡





学食
安くて量も多く
て、とても美味
しかったです。
種類もたくさん
あって選ぶのが
楽しかったです

HOPS棟
たくさんの学生
さんの机が置い
てあり、個性が
あふれ出ていて
面白かったです





全体を通しての感想

ユニークな人がたくさんいた
留学生が多かった
緑がたくさんあった

 携帯はもう落としません。


